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<演 奏会形式>

993年 ¬2月 4日 (土)6:30 PM 開演

八王子市民会館大ホール

主催 /ノ 王ヽ子フィルハーモニー管弦楽団

八王子 フイルハーモニー合唱団

後援 /ノ 王ヽ子 フ イルハーモニー後援会

東 京 電 力 多 摩 支 店



ご あ い さ つ

八王子フィルハーモニー後躊 長 村 内 道 昌

泊岐 10周年の記念 演奏会を終 えて 早いもので今年最後の演奏会がや つて

まい りま した。私が この度後援会長の大任 をおおせつか って最初の演奏会 と

い うこともあって 今 日の 口を楽 しみに してお りま した。苦節 10年 とい う言

葉は些か大袈裟か も知れ ませんが 有志の皆様が様 々な障害をの りこえて

ここまで育んで こられた御努力に敬意 を表 し 市民 の市民 による市民のため

のオー クス トラ として私達の誇 りになっていただ くよ う 今後の後援活動に

真会1に取 り組んでい きたい と思います。

今回は特にソヽ工子フィルハーモニー合唱団との協演とい うことで ビゼーの大山 「カルメンJ

に取 り組まオじるとお間きしました.私 連に馴染み深レ`  あの 「ハバネラJが 「トレア ドールJが

絢爛豪華に会場に薔き渡ることでしよう。年の瀬を飾るにふさわ しい演奏会になるものと期待 し

ています。ガンバ レ 「フヽ工子フィフレハーモニー管弦楽団J「 ノヽ工子フィル′ヽ一モニー合IIB回J。

「カル メン」公演に寄せ て

八王子フィルハーモニー管弦楽団務 局長 片  野  ― 実

本 口はお にしい■ 人工子 フ ィルハーモニー  「カル メン」演奏会においていただ き まこと

にあ りが とうございます 。今年 ,Iは 10周 年を迎えたソヽ工子フィルハーモニー管弦楽EIと 昨年 「市

民の第九」の際に育嘘 した人工子 フ イルハーモニー合唱EEの 3ロ ロの合 同公演はオペ ラヘの設 ナ

とな りま した。最後まで  ごゆる りとお楽 しみ くだ さい。

さて 御存知の とお り 「カル メン」は悲劇です。結本は 目を覆いた くなるほ ど悲惨 です .カ

ル メンを中1し殺 して しまったホセがその後 どうなったのか  物語には書いてあ りません。物語の

中のカル メンのとい 『最初に女 次に男が死ぬ』が当たoた とす る と 彼は死罪 とな るか 自ら命

を絶つかのいずれかで しょう。ホセはカル メンを好 きにな・,たばか りに 扁午嫁 仕事 人生のす
べ てを捨 てて しまったわ けです .

カル メンがホセに とっての悪女ならば  音楽 は こヽ に とっての悪女にな りかねません。 しか し

″達 は音楽 で人生 を棒 に振 った りはせず む しろ音楽が人生の糧 となるよ う楽 しめた ら と思っ

てい ます。団員の多 くが まだまだ長 くξ楽 を続けることで しょう.聴 衆の皆様には今後 とも末

長 く ご指導  ご声援ゆ ます よ うよろ しくお願 セヽ申 し上げます.

本筆なが ら 人工子 フ ィルの団員で本 口は ミカエラを歌 う口中さん ″達 の/1t頼を決 くりき受

けて くだ さった大,1〈 カフレメン) 経種 (ホセ) 薮西 〈エスカ ミツオ)の 諸先生に この場 を

お借 りして御ネL中 し上げ ます

ご あ い さ つ

′ヽ工子 フィルハーモニー合唱団事務局長  大  高  秀  夫

皆 様  本 日はよ うこそお出て くだ さ| まヽ した。f_ど もの合唱団 も 3回 目の公演を迎 えることが

できま した。今F・lはオペ ラ 「カル メンJを 演奏会形式で歌 うとい う新 しい試みにllLtt t て́み ま 1´

た_前 2回 の合唱曲 とはひ と味遊 ・,た趣があるのではないか と思います。今 日の舞台が皆様に ど

れほ ど感 動 していただけるかは幕をF・Fけ てみなければ半1りませんが アマチ ュアの オー タス トラ

今唱団の意気込み と 数 力月間の練習の成果にご共感いただければ幸いです.

イ,I分に も団員が 160名 とな ります と練習会場の確保に苦慮 しますが 今回 て,快 く会場 をご提供

下 さいま した 第二中学校及び東京電 力多摩 支店様 に しか ら感謝 を中 し上げます。誠にあ りが と

うございま した。

一

演 奏 者 紹 介

―指揮者 :木 村  宏
1978年 に日立 音集大学 を事業。在学中よ り指揮 を小松一彦 ,,r内

良智の両氏に自,事す る 1977年 セルジュ チ ェ リピダッケ指揮ゼ ミ

ナール に続 き 1987年 ドイツ|こおけるセルジュ チェ リピグ ッケ

オークス トラアカデ ミーに参力「し研数 を積む。

いままでに 日本新交響楽 団 新座交響楽 団 三鷹市管弦楽団お よ

び八工子 フィルハーモニー管弦楽EEな どのオークス トラを指揮す る.

1988年 に新座 交響楽 EI また1989年 に, 工ヽ子フ ィルハーモニー管

弦楽団の常任指揮者 に就任 し 持 ち前の音楽 に対す る情熱 と親 しみ

やすい人柄で指導にあたっている_



ソプラノ :大 川 敦子 (カルメン)
東京芸術大学 音楽学詢

"楽

科 〈ンプラノ)卒 業 .東 京芸術大学大

引 院音楽研 究科修士課程■楽 〈オベ ラ専攻 )修 了.原 口茂生 戸田

敏ネ 東敦子の各氏に師事.

第33回 東京芸大 「メサイアJの ソ リス ト 渋谷区 「第九 J 台東

区 「第九 J 三越 「第九J等 の ソリス ト _~大 同声会 茨城 県新人

演奏会  茨翔 司声会 茨城県水戸芸術館オープニング コンサー ト

咳 城の名手たちJ等  多数の コンサー トに ソ リス トとして出演.

第31回 芸大オペ ラ 「ドン ジ ヨ′` ンニ」 〈ドンナ  アンナ)第 32

回芸大オペ ラ fフイガロの結婚 J〈パルバ リーナ〉 また 修士演奏

会 で 「椿 IIズ ヴィオ レッタ〉その他 「フィガ 0の 結婚」(スザンナ)

「セ ヴィ リアの理ジ師」 (ロジーナ〉 「カル メン」 (ミカエ ラ〉 等

オペラに出演。クラシックからミュージカル 映画音楽  奨嘔歌 菫語 と幅広いレパー トリーを

持つ。また カセ ッ ト 「とうようベス ト50J「 唱欧」 「愛唱歌J CD「 美 しき世界の歌」等

キングレコー ドより出している.鶉 ,3年 4月  民音主催ポ レールワインコンサー ト 「大り致子

ソプラノ オブ エ レガンス」初 リサイタルを開き 好評を博す。また  『題名のない音楽会」

CFノ ング等 様 々な分野で活理中。

テノール :経種 廉彦 (ドン・ホセ)
東京芸術大学声楽料卒業.同 大引 浣修了。文他 〒オペ ラ研修所第

7期 修 7.読 売新F41社主催新人演奏会 練馬文イヒセ ンター新入演葵

会 東京文化会館推薦音楽 会 に出汽.NHK洋 楽 オーデ ィシ ヨンに

合格。平成 元年 イタ リア声楽 コンコル ソにおいて金贅受贅。

モー ツアル トの融沖,「コシ ファン テ ウッテJ(フ ェラン ド)

ドン ジ ョバンニJ(ド ン オ ッター ブィオ) 「度 笛Jく タ ミー ノ)

『後官か らの逃亡J〈ベルモンテ)原 嘉寿子の 「祝い歌が流れ る夜

にJ(中 り義男)オ ペ レッタ 「チャル ダッシュの /.工」 (エ ドウィ

ン) 「こうも りJ(ア ツレフ レー ド)に 出演_1991年 よ り文イ貯 芸術

家卸 修員 として イタ リア  ミラノ|こ留学. Cメ リチ ヤーニ氏の

も とで研鍛 を猥む_帰 国後 ‐期会 本公演 「こ うも り」 「シモ ン

ボ ッカネグラJ 「ホ ッペアの戴冠 」 「期会キ ツズシアター 「キラキラ森は,の 中Jに 続いて出

汽 .ま た NHK交 響集 団定期涼奏会  「サ ロメJに も出演。その他多方面に波 ●,て活理 している

須賀靖和 原 口茂生 黒 口清  U ガルデ ィーニ C メ リチャーニのを氏に口F事.■ 期 会会員.

国立音楽大学教 育 音楽 学科 Π類専攻卒業

1990年  ウイー ン夏期音楽 セ ミナーに参力|し ハンス カン氏の

ビア ノ フランツ  ドンナー氏の声来の レッスンを受 ける。氏の勧

めによ り その後本格||に声楽の勉強 を始 める。

1992年  人IIl区民オペ ラス タジオ 1礎笛Jに 出演.青 木美穫 r

il口俊彦の両氏に|口事_

現在  ‐瑚会オペ ラスタジオ研究生及び 東京芸術大学

'料

声楽専

修 1年 在学中.

ソプラノ :田 中 三佐代 (ミカエラ)

バリ ト)/:
“
如 正道 (エスカミリオ)

東京芸術大学卒業 .F・D大学院修了。 1988年秋 よ リイタ リア留学。

テルニ国際声楽 コンクール第 1位 .フ ィレンツェ0沖 陽 新人オーデ

ィシ ヨン第 2位 。テルニ財沖陽 において 「トスカ」の スカソレビアで

ョー ロッパデ ピュー.ハ ンガ リーのブ タペ ス トでは スプ リング

フェスティパルでオペ ラ ガラ コンサー トに出演。その他  国内

で も 「フ ィガ 0の 結婚」のフ ィガロ。 「ドンジ ヨバ ンニJの 主役パ

オ ロ役な ど 数多 くのオペ ラに出演。その他  「第九」やオ ラ トリ

オ等にも出演.

高折続  高機大海  中 [悌 一 U ガルデ ィーニ L グ リアー

ニ  C ヴァンニーニ A プ ロッテ ィの各氏に師事.現 在 ‐期

会会員。



:  ノヽ王子フィプレ 一ヽモニー管弦楽団

八王子在住の有志によって結成 された本楽団は  この11月 で,|は 10周年を迎 えま した。

10年 とい う

"口

を経 て 今では70人 を越 えるED員 を擁す るオークス トラに成 長 しま した。 こ

れ までに、 12回 の定期演薬会 をは じめ 合唱団 との共演や地域 に根 ざした演奏会 〈学校 コン

サー ト、 人工子駅 コンサー ト)筆 40口 以上の汽秦会を行ってきま した。それ らのなかでは

神崎愛 (フルー ト)千 住真理子 くジァイオ リン〉 神谷郁代 〈ピアノ)伊 藤意 (ピア ノ〉

等 ソリス トとの共漆や  山岡重信 W マ クラー等の指揮者 を迎 えての演奏 をす る機会にも

恵 まれ ま した。

「ノヽ フィル」は10代 か ら60代 までにわたるメンバーによって組織 されてお り 世代を越 え

て音楽好 きが集い  アンサンカ レを楽 しんでいます。 これだけ幅六い年齢層の人 々が上下関

tFな く趣味 を通 して仲間になれ る場 とい うのは 世の中見渡 してもなかなかないよ うに思い

ます。私達 に とって 「人フィル」は音楽を楽 しむだけでな く様 々な人 と巡 り会 える場にもな

っています。

:  八王子フィルハーモニー合唱団

昨年の 「TEPCO 市民の第九J公 演に際し 団員を公募し設立した市民の合唱団です。

アマチェアでオークス トラと合唱団が併設されているr94は余 りなく オーケストラと合唱

団それぞれにとって 恵まれた環境であると言っていいでしよう。ソヽ工子フィルハーモニー

管弦楽団との共演は第九のあと バレンタインコンサー トに続き この 「カルメンJが 3回

日となります。オークス トラに併設した合唱団ではありますが 今後は単独でも演奏会を持

つてみようと考えています。

《 曲 目 紹 介 》

ビゼー :歌劇 「カルメンJ

軟凛1「カル メンJは ビゼーが作曲 した傑作で 古今東西の融渕 の中でも 群 を抜いて有名な作

品です .原 作はフランスの作家 メー リメの同名の小説で 美 しく 移 り気なジプシー女カル メン

にまつわる 血生臭い悲恋 の物語です.

〈主 な 登 場 人 物 〉
カ ル  メ ン 妖艶な美 しさを持つ ジプシー女.数 々の恋の遍歴 を持 ってい ます。

ド ン  ホ セ セ ノィ リャのBrの 守備隊 の位長。 カルメンに恋 をし 深みにはまってい きます。

ミ カ エ ラ ホセの詐嫁。故郷で 病身のホセの母と彼の帰 りを待っています.

エ ス カ ミ リオ 関牛 士。カル メンに恋 を 1_ ホセか ら彼女の心を奪います .

ダ ン カ イ ロ l IIttの首領. く今回の演奏会には立場 しません)

〈音 楽 と あ ら す じ 〉 (大学で書いた1略 は 今い1演奏する曲です)

第一幕 は有名な前秦曲で始 ま ります .楽 しげな闘牛士の欧の後の陰鬱な由は物語の陰惨な結末

を予言 してよ うです.統 く情景 と合嘔 は セ グィ リャの町の活気あふれ る人 々を 小高い ところ

か ら眺 めている守備隊 の衛兵達の合鳴です。 ミカエ ラがホセに会いに衛兵を尋ねます が彼はいま

せん。ホセは次の交替で勤務につ くよ うです。今回 は演美 しない衛兵の交替は 交替の ときに群

がる子供達の合 鳴です。

場面は変わ り 街の名物 タバ コエ場の近 くです.タ バ コエ場 で働 く女工達 が歌 う夕′` コ女工の

合嘔 では女工達 と街の男達が踊 りなが ら歌い ます.男 達はやがて 女工達の中にカル メンがいな

いのに気イ十き 「カル メンは どこだJと 探 します.そ こでカル メンカゞ立場 し  「恋には決 ま りなん

かあ りゃ しない。嫌われても好 きは17き 。私に

"か

れたら気をつけな」 と歌います。 これが有名

なハバネラです。久 T稜 と男達 が情スの合唱を歌い 女工達は工場に戻 ります。



~■
嘔はホセ と彼を訪ねてきたミカエラが欧います.ミ カエラは故郷にいるホセの母からの預

り物 〈キス〉を後に送 り、歌に使 りを托 します。そしてホセは 立派になって帰るか らとい う言

葉と母^の キスを ミカ
エラに委ねます.

続 く合唱はタバコ女T遼 の欧です。カルメンと工場の女力泣 嘩をしているから止めてくれ と大

軽ぎしながら衛兵に訴えます。ホセとその部下がカフレメンを掟え 留置
j3-と 連れていきます.

留置場でカフレメンは ホセを誘惑するセギディリアを軟い、彼に ,ラ  パステイアの店に来るよ

うにと誘います。ホセは夜になったら′くスティアの店に行 くことを約束 し 監獄に移送する途中

でカルメンを逃がしてしまうのです.

第二幕への間奏曲はアルカラの菫騎兵。ファゴットの活國するおどけた由です。

第‐幕 は リラ ・パステイアの店でカルメンの欧 うジプシーの歌で幕を開けます。 「はじめおず

おず やがで激 しく 欧いながら踊 り、踊 りながら欧お う」と摯つていると 蘭牛士エスカミツ

オが街にやってきたのを欽迎する合嘔が始まります。エスカミリオはこの歓迎に応え有名な●・II

士の歌で  「戦いながらも忘れるな。恋がお前を待っている」と欧います。ここで カルメンは

エスカミリオと出会い、新たな恋の子感を覚えます。

ノくスティアの店 |ま実は山IInどものはれ家でした.店 が間まるとダンカイロを始めとするlⅢ賊 ど

も力ζ集まってきます。ダンカイロはカルメンも慈事に誘います。 しかし どうしたわけかカルメ

ンは今回は乗 り気でないと答えます。ホセが来るのを待っているのです.

ホセが店にやってきます。カルメンが 部屋で 「あなただけのためにJと 踊っていると 帰営

のラツパが鴫 こえてきます。ホセが帰ろうとするとカルメンは 「私を愛してレヽるならどこまでも

ついてきて」と怒 ります。ここはホセとカルメンの二菫口の場面ですが 今回はホセの 「お前が

くれたこの花は倉の中でも持つていて その香に酔っていた」とい うソロのみをお聴き環きます.

ホセはこのまま山賊のr●間となってカルメンについてゆく力漱 に戻るか悩みます。そ うこうする

うちに、店にカルメンに思いをよせる将校がやってきて ホセ とけんかになってしまいます.結

局  ホセは山賊について行 く決意をします.

第二幕への間秦由は本来「アルルの女Jのために作曲された フルー トの牧欧|つな旋律が美しい

課 ‐ .

第二幕は山賊 どもの野宿の風景です。女達はカー ドを使って恋の占いをしています。その輸に

カルメンも7JIわり自分のことを占いますが イ可度繰 り返 しても カー ドはカルメンの死を予言し

ます。ホセを探 し ミカエラが山賊 どものねぐらの近くにやってきて 「勇気を与えてください

神様」とア リアを軟います。

エスカミツオもまたそこにやってきます.カ ルメンに会 うためです。彼は 「惚れた女になら命

をかけても会いに行 く。恋人がいたと言つてレヽため`もう,"れアヒ頃だろうJ と歌V ま`す。 ホセが彼

に気

`■

き 戦い とな ります.ホ セがエスカミリオを

"1そ

うとしたそのときにカルメンが現れ  エ

スカ ミリオを助けます.エ スカ ミリオは山賊 どもを開牛場に招待すると言って帰 リ ー方ホセは

ミカエラに故郷に帰るよう訴えられます。 「帰えんなよ.こ の仕事には向かないよ」とカルメン

に言われるとホセは 「呪われたさだめなら地球の底まで連れて行 くJと それを断わ ります。 しか

し ミカエラから母が危篤であることを聞き 心を残 して去って行きます.

幸やかな|1牛場を舞台とする第四幕への間奏曲はアラゴネーズです.

第四幕は闘牛の開催に沸 くセヴィリヤの街の賑わいを欧う合嘔で始まります。その大歓声のな

かエスカミリオを,台めとする闘牛士連が入場 します。マーチと合嘔で 「エスカミリオだ′エスカ

ミリオだ′Jと 歓迎 します。エスカミリオがカフレメンに 「俺が好きなら お前の誇 りになるよう

な戦いぶ りを」と言 うのを ホセは隠れて見ています。ホセはカルメンを開牛場の外へと連れ出

します。

こ菫嗜とフィナー レの合嘔は
'カ
ルメン」の最後のシーンです。ホセはカソレメンに 「お願いだ

もう一度二人で始めからや りなおそう」と訴えますが聞き入れられません。カルメンの答は 「も

う愛 してないわ.殺 すなら 殺 して。それでも一緒には行かないJ。 ホセは 「いよいよ俺の魂も

救いをなくす とい うこと力」 と 持っていた刃物でカフレメンを中1し殺 して しまいます.死 んだカ

ルメンを抱きホセは 「俺の愛するカルメン′」.

関牛場の中では エスカ ミリオが牛を倒したのか 歓声 と闘牛士の歌が聞こえてきます。



八王子フィルハーモニー管弦楽団 団長石井 光
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第

中 国 鋤恵子

長谷川 さやか

山 田 和 夫

ウイオラ

石 井   光

桑 原 弥 生

東 郷 芳 孝

長谷川 季五郎

平 沢 ― 夫

廣 兼 工 明

*渡 辺 健 次

チエロ

岩 澤   純

大 会   カ

海 津 真 央

神 成 久 敏

佐 藤 真 ―

芝 沼 真千子

高 山 一 男

紡 本 真理子

浜 口   尚

コントラ′`ス

小 山   豊

中 口 勝 敏

光 永 工 昭

矢 日 明 雄

米 澤 順 子

フ′レート

小 俣 贅 三

武 長 秀 雄

オーボエ

宇 野   栄

*三 浦 瑠 美

クラリネット

小 林 自 佳

坂 口 周 夫

ファゴット

那 須 雅 之

野 本 真 紀

ホルン

鈴 木 晶 子

中 山 Rl 士

広 日   曜

山 下 将 矢

トランペツト

石 政 明 男

井 上 昌 義

大 浦 真 紀

大 谷 好 法

小 坂 悦 子

トロンポーン

片 野 一 実

小 林 克 彦

高 橋   智

中 島 良 秀

バーカッション

鏑 木 時 彦

佐 藤 晃 子

高 本   泉

*武  りi 美 保

*山  崎 美代子

ハープ

森 光 麻 里

ナい ター

ロ 中 晴 子

(0はコンサートマスター)

(*は贅助出澳)

八王子フイルハーモニー後援会      |
八工子フィルハーモニー管弦楽団及び合唱団の演奏活動を支えるため、皆様も是非後援会にご大会  |

下さい。詳しくは事務局 (立川=美代)に ご連絡下さい。

顧 間  落 合  稔  監 査  青 木 康 彦  幹 事  花 島 重 春
″  樫 崎 彰 男  幹 事  岩 崎 武 治  ″  増 口 卓 史
″  多 口 恵 行  ″  大 市 泰 治  ″  村 内 寿 ―

会 長  村 内 道 昌  ″  大 野 聖 二

副会長  井 上 徳 之  ″  黒 須 弘 道

″   西 村   実    ″   小 山 俊 子  事務局長 立 川 冨美代

″  北 村 とよ子  ″  笹 野 鶴 吉  事務局  落 合 幸 子

会 計  大 野 降 司  ″  杉 本 精 一  ″  小 滝 宮 子
″  安 藤 謙 治 ″   中 り1 晴 海 ″  平 原 久 子

〔事務局 : 立 川 冨美代 八王子市緑町187(T工  FAX 0426 22-9476)〕

一 お 願 い一
― 一        … … … ― ― ― ― ―

1  アラームつきの時言十をお持ちのお客様は、演奏中に鳴らないようにお確かめくださし、

:  演奏途中でのご入場、場内での録音および撮影は固くお断りいたしま丸



八王子フィルハーモニー合唱団 団長立川富美代
(事務局長 大高 秀夫  合IIB指導 二十嵐 淳 ピアノ‐折井 美紀)

ツ プ ラ ノ

青 木 尚 子

石 井 初 美

井 上 千加美

鵜 沢 敏 子

榎 本   恵

★大 高 澄 子

大 塚 弘 子

大 原 静 子

折 井 美 紀

大和田 達 子

月ヽ 川| テソレ子

小野寺 池鶴子

小 俣 園 子

笠 原 美津子

りll鍋 妙 子

北 村 徳 子

熊 谷 信 子

黒 木 かよ子

近 藤   好

坂 本 玲 子

佐々木 智 子

佐 藤 麻 子

新 谷 光 子

高 江 たけ子

高 木 陽 子

高 倉 圭 子

高 鳥 多喜子

高 橋 潤 子

高 橋 孝 子

田 島 洋 子

多 口 貞 子

田 中 みどり

中 川 知 美

中 山 和 奈

橋 本 民 子

古 瀬 幹 子

堀   フサ子

前 畑 ヤス子

松 嶋 聖 子

水 野 美智子

宮 坂 訓 子

官 林 幾 江

本 岡 寿々子

両 角 愛 子

山 田 尋 子

山 添 治 子

山 田 悦 子

ア  リレ   ト

相 場 圭 子

秋 間 八千代

有 泉 裕 子

☆石 井 孝 子

☆泉 川 政 子

伊 藤 喜美子

岡 田 妙 子

岡 野 春 代

小 川 久美子

小 川 正 子

屋 木 智津子

小 倉 昌 子

尾 崎 博 子

片 倉 美恵子

鴨 井 千恵子

掃 部 康 子

掃 部 裕 子

北 垣 偉 子

小 林 ヒロ子

小 林  操

小 林 若 枝

斎 藤 佳態子

佐 木々 智 子

佐々木 のり子

清 水 みち子

宗 田 美津子

高 橋 恵美子

高 橋 和 技

高 橋 淳 子

田 中 秀 子

谷 口 道 子

寺 石 タ カ

成 瀬 英 子

成 瀬 祐 子

能奪屋 兵 弓

波多野 静 江

原 日 淑 恵

東   弥 子

深 澤 なつ代

幕 田 玲 子

松 本 タカ子

松 本 良 子

二 嶋 恵美子

美濃口 よし江

宮 坂 郁 子

山 崎 泰 子

湯 川 文 子

横 山 哲 子

吉 田 美恵子

脇 本 恵 子

バ       ス

五十嵐   淳

井 本 健 三

☆上 原 春 男

★大 高 秀 夫

黒 口 亮 一

☆小 熊 昭 治

鈴 木 章 央

曽 我 雅 典

成 瀬 正 房

萩 原 浩太郎

★武 田 洋一郎

藤 口 宏 哉

★松 尾 信一部

吉 田 実 人

〈アイウエオ順)
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☆ 運営委員



r…――……………八王子フイル団員募集のお知らせ

☆ 募集パート

★ 練 習 同時

グァイオリン グイオラ コントラノヾス フアゴット ホルン等

毎週土曜日 午後6時～9時

入団費2,000円 、年額 15, 000円 (学生10, 000円 )

八王子フィル事務局まで

〒192 八王子市小円町717(桑 都保育園 石 井 80426262114)

私達と■緒にオーケストラの響きを楽しんでみませんか.老 若男女を問いません。

r……――………・八 王 子 フ イ ル 次 回 演 奏 会 の お 知 ら せ
………………

、

:  八王子フィルハーモニー管弦楽団 第13回 定期演奏会                |

:      日 時 :平成6年 6月 5日 (日)午 後2時                  :

:      会 場 :ノヽ王子市民会館大ホール                       !

費

せ合間

団

お

★

★

曲 目 :未 定

● ヤ マ ´ヽ

● ビ‐ンフ●・ク ランド ン

● セ″ ‐ ―

● ブ ー ジー &ホ ー ク ス

● オ ル トン

● ム ラマ ツフル ー ト

● :ヤ ザ ワフル ー ト

● サ ンキ ・ウ ーフルー ト

楽譜から楽器まで音楽のこと
ならなんでもあまかせ。

八王子店 八 王 子 市 横 山 町 3-10

本  店 東京都千代口区

"田

駿河台22

大 宮 店 大 宮 市 大 「う 町 2-92

TEし 0420(40)7706的  OCB VC DC  i

TE L03(2,3)7700中  vlsA 日本18販力 :

II111■ riΥ l… ■ _摯 盟 …… J

冷やしすぎ 暖めすぎは電気のムダだけ

でなくからだにもよくありません。お都この

温度は冷房ならな C、曖房なら2CCが 目安

です。設定温度はひかえめに.冷房時lC

古めに 曖房時2C低 めに設定すると綺10

%の 省エネルギーになりま九

ぴ
一

夢ある社会ヘー ー

東京電力

管 ・弦 。打楽器の専門店
く特 約店 〉 /ZIL

ゐぜすしに

|
′′′′′′′

多 摩 支 店



埼玉医科大学眼科指定店

0丸
τ 192 八 王子 市 八 日llT 5番11号 (4 杉ヽ 会 館 前 )

TEL 04 2 6 - 2 2 - 5 8 2 0

:  有限会社

コットンハウス
東京都八王子市台町 3-29-5

TE L ( 0 4 2 6 ) 6 3 - 5 9 2 4番

ホームバーティー 歓送迎会 建前、法要 各種会合に ノ

仕出し弁当 ′ヽ一ティー用オー ドブル

“ぉふくろの味"お届けしま覆

トリカづγザワ

つ3の フラワーチェーン
本ら〒|マ′ヽ王子市蒸旬おマ(バィパス)

80426(25)4187
二つ′ヽ  3イ ′ヽア
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慣山町店 〒192日山町 6破 嗣諄)

80426(44)8783
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ひとあじへの思いを込めたほんものの味

八王子栄泰食協同組合
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インテリアから始まる
く ら し いうと

生活の彩り。

● ●

村内はくらしをトータルに見つめていま島

田 МU RAU(HI

村内ファニチヤーアクセス八王子店
八王子市左入町78780426911211(代 表)

■府中店   ■相模原店  日立川店

■新宿シコールーム ■新横浜ショールーム




